


私の親も崇城大学の卒業生 です。

父に話を聞き進学を決めました
もともと機械に興味を持っていたので、この大学の
機械工学科卒の父からいろいろと話を聞き、いい大学
だなと思い、安心して進学を決めました。入学して
学び始めたＣＡＤは、就職後も必要なので、使いこな
せるよう努力しています。将来はロボットを設計・
開発する仕事に就きたいです。

好きなことを選んだら
父や兄と同じ崇城大学でした
建築学科のある大学を探していて、ＪＡＢＥＥ認定コースがあり就職にも有利だと
知って崇城大学を選びました。いまは、建築学の専門的な授業も始まり内容も高度
になってきたので、ちゃんとついていけるよう頑張っています。将来は地震に強く
人々が安心できる家を設計したいと考えています。

保護者’s VOICE

JR阿蘇駅から熊本城まで歩いた遠歩会、仲間と協力
して頑張った卒業研究などが大学時代のいい思い出
です。今は設備も学生へのサポートも素晴らしいで
すね。息子たちが羨ましい！社会へ出る準備をする
大事な大学生活。しっかり学び、自由時間も満喫し
て欲しいですね。だたし羽目を外し過ぎないように！

（兄：大智さん 3年生）

（弟：惇さん1年生）

部活動では軽音部に所属。
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兄：大智さん
（写真右：機械工学科３年生）
宮崎県/延岡星雲高校出身

弟：惇さん
（写真左：建築学科１年生）
宮崎県/延岡星雲高校出身

（機械工学科1984年卒業）

父：智泰さん

黒木さん親子



崇城大学
親子特集

崇城大学には
親子で崇城大学出身の学生や、
兄弟で同時在籍している
学生があわせて120組ほど！
皆さんに崇城大学の魅力を

聞いてみました。
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02 父の話を聞くことで
大学の歴史が分かり面白いです

保護者’s VOICE

息子の母校進学には、驚きましたが嬉しく感じました。今
でも当時の恩師や友人と酒を酌み交わします。息子にも
勉学はもちろん、人との出会いを大切にして欲しいですね。

浩一郎父 （土木工学科1988年卒業）

04 興味ある分野へ進んだら
父と同じ大学でした

保護者’s VOICE

大学の思い出といえば、友人とよく飲んだこと。大学は当時
と比べ進展していると思います。息子には、九州内に留まらず
全国へと羽ばたいて欲しいです。

（機械工学科1982年卒業）速規父

05 親と大学の話で盛り上がります
入学金免除など特典も魅力！

保護者’s VOICE

娘がデザインの道に進みたいということと同時に、私の母校でもある崇城
大学へ進学したいと聞かされた時は驚きました。しっかり勉強して夢を
叶えてもらいたいです。

（電子工学科1984年卒業）徳久父

01 父と同じく応用微生物を学び
夢を叶えたいです

保護者’s VOICE

応用微生物工学を学ぶことが就職に役立つと思い進学を薦め
ました。大学時代は学びと共に様々な出会いがあり成長して
いきます。頑張って！楽しい学生生活を過ごしてください。

（応用微生物工学科1981年卒業）博文父 さん

保護者’s VOICE

建物が立派になり、学部も増え大学の充実さに驚きまし
た。息子が母校に進学して嬉しく思います。また、硬式
野球を続けてくれているのも楽しみですね。

（土木工学科 1986 年卒業）宏則父

男は父の背中を追うものだな
と思いました03

今村さん

父が卒業した応用微生物工学科の話を聞
き、私の夢である新薬の研究・開発を叶え
ることができると思い本学を選びました。
父と同じ大学に入り嬉しく思います。勉強
では実験方法を試行錯誤で学び、サークル
も楽しんで、大学生活を謳歌しています。

応用微生物工学科 3年生
（熊本県 /高森高校出身）

村端さん

高校の先生に薦めて頂き崇城大学を選びま
した。今は高校教師を目指して採用試験の
勉強に励んでいます。大学も同じなんて、
男は父の背中を追うものだなと思います。
夢は、愛される教師になること。野球の指
導者として甲子園に出場したいです。

機械工学科４年生
（熊本県 /小川工業高校出身）

佐藤さん

地元熊本で化学を学べる学科があったこと
から進学を決めました。研究室では分析化
学を学んでいます。環境計量をする企業に
就職が決まり、将来は国家資格の環境計量
士を取得し、一人前の分析者になりたいと
思います。

ナノサイエンス学科４年生
（熊本県 /矢部高校出身）

梅田さん

専門学校ではなく大学でデザインを学びた
かったので本学を選びました。親子入学だ
と特典もあるし、父が通った頃と今との違
いなど親子で大学の話をするのはとても楽
しいです。卒業後は、大学で培った感性や
技術を活かしていきたいと思います。

デザイン学科 3年生
（熊本県 /第一高校出身）

徳丸さん

もともと飛行機が好きだったので、この分
野に特化した学科がある本学に入学しまし
た。いま、学びがいを感じているのは、流
体力学です。将来の夢は航空関係の仕事に
就くこと。防衛関係にも興味を感じるので
視野に入れてみたいと思います。

宇宙航空システム工学科 3年生
（福岡県 /福岡西陵高校出身）

さん

さん さん

さん



切磋琢磨できる関係を力に
双子でパイロットの夢を叶えます

姉と同じく父の薦めがあり、さらに先生方
のサポートが厚いと聞いたことなども進
学の決め手になりました。姉と一緒なの
で、家事が分担できるし、勉強も教えて
もらえるので助かっています！

弟：大貴さん
薬学科１年生
（熊本県 /人吉高校出身）

兄：航大さん
（茨城県 /竹園高校出身）
宇宙航空システム工学科 航空操縦学専攻３年生

＜写真右＞

大学では命を預かる航空機の操縦
を一生懸命勉強しています。夢は信
頼されるパイロット、子ども達に夢を与
えられるパイロットです。何でも話せる
弟は、切磋琢磨できる良きライバルで
すね。

（茨城県 /竹園高校出身）
宇宙航空システム工学科 航空操縦学専攻３年生

弟：雄大さん

他の大学と比べ、エアライン出身の教
官から直接学べることが魅力で、崇城
大学を選びました。一番の理解者であ
る兄と共にパイロットを目指せること
を、とても嬉しく思います。

＜写真左＞

将来は、二人とも地元で
薬剤師として働きたいです

コンピュータが好きで、兄と同じ進
路を選びました。兄と一緒で助かる
のは、知らないことが簡単に聞ける
こと。プログラミングが上手くなって、
将来はＩＴ系の仕事に就きたいです。

妹：知奈さん
（情報学科 3年生）
熊本県 /九州学院高校出身

プログラマーになりたかったので、こ
の大学のこの学部を選びました。在
学中に「第一級陸上無線技術士」の資
格を取得しました。今後はこれを活か
した仕事をしたいと考えています。

兄：康生さん
（情報学科 4年生）
熊本県 /真和高校出身

兄・妹ともコンピュータ好き
情報共有できるのがいいですね

番外編

国家試験の合格率、高校の先輩の話、
父の薦めなどで、崇城大学進学を決
めました。弟とは、家族だから言える
ことや悩みを共有できるのがいいで
すね。将来は人吉へ帰り薬剤師とし
て働きたいです。

姉：亜実さん
薬学科２年生
（熊本県 /人吉高校出身）
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保護者’s VOICE

我が子が後輩になることを嬉しく思います。
新しい校舎、学部の増大、学内の広さ、母校
の発展に感動！しっかり学び、社会貢献でき
る大人になってもらいたいと思います。

（土木工学科 1984 年卒業）雅貫父

07 父が学んだ大学で
新しい分野にチャレンジ！

田上さん
宇宙航空システム工学科１年生
（宮崎県 /日向学院高校出身）

幼い頃から飛行機や宇宙
に興味があったので、そ
の両方が学べるこの大学
へ入りました。父の頃に
はなかった学科です。
この分野には英語力も必
要なので、SILCを積極的に
活用しています。
将来は日本の技術を向上
させるエンジニアになり
たいです。

保護者’s VOICE

大学時代は部活動でバレーボールをやって
いたのが一番の思い出です。素晴らしい大
学になった崇城大学に、本人の希望により
進学できて良かったと思います。

（電子工学科1984年卒業）博文父

熊本県内でＰＣの専門知
識が学べ、しかも、施設
が充実しているので本学
を選びました。崇城大学
について父に詳しく教え
てもらえたことが、大学
生活の充実につながった
と思います。将来は、安
定した職業である公務員
を目指しています。

本学について教えてもらった
ことで大学生活が充実しました08

吉良山さん
情報学科 1年生
（熊本県 /東稜高校出身）

保護者’s VOICE

当時のままの建物がある一方、新しい建物、
学科も増え、設備も整っており安心しまし
た。娘には充実した大学生活を過ごし、専
門技術や人間性を養って欲しいと思います。

（応用微生物工学専攻1990年修了）剛父

さん

さん

さん

熊本で機械工学を学べる
それが魅力で選びました06

熊本で機械工学を学べ
て、国際交流にも力を入
れているというのが魅力
で、崇城大学への進学を
決めました。勉強で頑張っ
ているのは、苦手意識の
ある製図です。将来につ
いては、これからいろん
なことを学んでいく中で
決めたいと思います。

永松さん
機械工学科 2年生
（熊本県 /熊本マリスト学園高校出身）

加賀さん
姉弟

安達さん
兄弟

宮本さん
兄妹







TOPICS
SOJO　UNIVERSITY
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ナノサイエンス学科

ナノサイエンス・応用化学・工業化学科の
合同大同窓会を開催

機械工学科

里永憲昭教授が
日本設備管理学会論文賞を受賞

建築学科

学生2名が
Design Review2017で入賞

往年の名機「ダグラスDC-3」が
熊本の空に！

宇宙航空システム工学科

往年の名機「ダグラスDC-3」が、初飛行から77周年を機に企画された

｢ブライトリングDC-3ワールドツアー」にて熊本の空に飛来した｡

本学の空港キャンパスエプロンを拠点にし、4月29日～5月1日に

かけて「みんなで大空をみあげよう」プロジェクトとして、益城町の

小学生を対象にした体験搭乗、航空機見学、日本航空協会主催の

飛行教室などのイベントが行われ、本学航空操縦学専攻の学生が

ボランティアで参加した。学生達は運営の手伝いを通じて歴史的な

航空文化に触れることができ、機長やクルーとの交流､機内見学など

貴重な体験をすることができた。

平成29年6月1日、早稲田大学にて行われた日本設備管理学会春季

研究発表大会において、機械工学科の里永憲昭教授が平成28年度

日本設備管理学会論文賞を受賞した｡

題目は「潤滑油の新還元添加剤に

よる粘性および寿命評価の手法」で､

これは有限会社D1ケミカルとの共同

研究成果である｡この賞は、平成28

年度に学会誌に掲載された論文の

中で新規性・独創性･技術実用性に

優れたものに授与される。添加剤の

挙動を独創的な発想で検証する

手法が高く評価された。

平成29年2月4日、｢本学工業化学科創立50周年・工学部ナノサイエンス

学科創立10周年」を記念したナノサイエンス・応用化学・工業化学科の

合同大同窓会を開催した。当日は、北海道、山形、高知、愛媛、大阪など

の遠方から足を運んでくれた卒業生や、昭和54年度から平成27年度の

卒業生まで、参加者は110名強を数えた。その中には企業の取締役･

部長や他大学の教授として活躍されている方も含まれ、本学で学んだ

成果が結実したことを目の当たりにでき、大変感銘を受けた会となった｡

宇宙航空システム工学科操縦学専攻の学生達

左から付さん(熊本県／東稜高校出身)､大吉さん(熊本県／済々黌高校出身)

今年で22回目の開催となる「Design Review2017」において､

中薗研究室の大吉さんと付さん(共に大学院 工学研究科建設システム

開発工学専攻修士課程1年／受賞した作品は2人が学部卒業時に

制作)の作品が予選を通過したのち、本選の75作品に選ばれ､決勝

出場の8作品に両作品ともが選出された。3月11日～12日に行われ

た本選の公開審査では、大吉さんの作品｢千年の草｣は、クリティーク

賞(BEST8作品)とJIA卒業選奨をダブル受賞し、付さんの作品

｢世外桃源」はJIA卒業選奨を受賞することができた｡毎年全国から

300近い応募がある中､大変素晴らしい活躍となった｡
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薬学科

アジアトップレベルの香港大学薬学科で研修
薬学部６年生の大坪さんと５年生の中村さんの２名が、平成29年2月

28日～4月3日までの約１か月間、香港大学薬学科において研修を行っ

た。研修では、香港大学の教員の指導の下、実験研究、病院・薬局訪問を

行ったほか、香港大学の学生や各国からの留学生との交流を深めた｡

5月29日からは､香港大学の学生が本学薬学部で研修を行った。今後､

本学と香港大学との研究交流ならびに学生間交流などが期待される｡

応用生命科学科

光合成細菌による植物成長促進効果の実証実験
近年、光合成細菌を使用することで農作物の育成が向上することがわ

かってきており、本学科の宮坂研究室では昨年「NPO八代市次世代の

ためにがんばろ会」の協力のもと、八代市のレンコン畑の土壌から独自の

光合成細菌「YKBussan01」を分離した。この光合成細菌の植物成長

促進効果の実証試験を、｢八代よかとこ物産館」の畑でサツマイモなどの

野菜を用いて行っている。地元の土壌由来の菌による効果が期待される｡

応用微生物工学科

情報学科

無線資格の最高峰国家試験に４名が見事合格

週刊少年ジャンプ
第1回JUMP新世界漫画賞に学生が準入選
平成29年6月19日発売の週刊少年ジャンプにて第1回JUMP新世界

漫画賞の審査結果が発表され、美術学科視覚芸術コース4年の川口さん

が準入選及び超新星賞を受賞した｡最終候補に残った7作品の中でも

審査員である｢ONEPIECE｣作者･尾田栄一郎先生の強い後押しがあり､

ジャンプ編集部とともに最も高

評価を得た作品となった｡受賞

作品は今後、増刊または本誌

掲載が決定している。川口さん

は｢受賞の知らせを受けた時は

とても嬉しかったです。誌面で

の掲載に向けてまたがんばり

たいと思います。」と語った｡

平成29年1月に行われた無線資格の最高峰国家試験【第一級陸上無線

技術士】に情報学科の学生４名が全科目に合格した。情報学科は卒業

までに所定の単位を取得すれば、４科目中１科目が免除される認定校に

指定されている。３年生(取得時)３人は免除を待つことなく全科目を

受験し合格した。倉原さんの2年次での全科目合格は過去に例のない

快挙である。この資格があれば無線通信関連の就職に大変有利になる｡

岡拓二准教授が農芸化学奨励賞を受賞
平成29年3月17日～20日に京都で

開催された｢2017年度日本農芸化学

会大会｣において、応用微生物工学科の

岡拓二准教授が農芸化学奨励賞を受賞

した｡この賞は1952年から続く歴史

ある賞であり、農芸化学の進歩に寄与

する優れた研究をなし､なお将来の発展

を期待し得る正会員に授与されるもの

である｡九州地区の私立大学に所属

する研究者としては初の受賞となった｡

左から情報学科4年の有村さん(熊本県／八代工業高校出身)、家入さん(熊本県／
熊本工業高校出身)、宮本さん(熊本県／真和高校出身)、3年の倉原さん(熊本県／
玉名工業高校出身)

左から大坪さん、中村さん

川口さん（熊本県／文徳高校出身)

美術学科

5月18日から熊本信用金庫本店

のショーウィンドウに、デザイン

学科プロダクトデザインコース

3年の大西さんがデザインした

パネルが公開された。熊本地震

からの復興へ笑顔で取り組んで

いきたいというメッセージが込め

られたパネルは、同信金の職員

からも好評を得ており、今後

ますますの活躍が期待される｡

学生のデザインが熊本信用金庫ウインドウを飾る

大西さん（鹿児島県／国分高校出身)

デザイン学科

右下から大学院 応用生命科学専攻博士前期課程1年の岩本さん(熊本県／八代
高校出身)、応用生命科学科4年の平川さん(福岡県／自由ヶ丘高校出身)、馬場さん
(福岡県／八女高校出身)









イベントレポートEvent Report
★崇城はイベントがたくさん！ますます盛り上がってます！
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第1回 学長杯

AIオセロ大会実施報告
本学情報学部の新入生を対象とした

育成プログラムの一環で、今回初開催しました。

【西情報学部長より】
今回プログラミングは扱っていませんが、戦略ファイル
を扱うことでプログラミングに興味を持ってほしいと
の思いでこの大会を開催しました。努力して作ったファ
イルにどんな意義があり、対戦プログラムの中でどの
ように生かされているかを考えるきっかけになればと
思います。今後も仲間同士で自らアイディアを発案し、
AI・ITをたくさん学んでいってほしいと思います。

【杉浦先生より（情報学部教授）】
この大会は昨年から考案し、検証や改良を重ね、
実現に至りました。幼いころからなじみのある
オセロは、学びの入り口としてよい材料になると
思いました。学生たちは、やっていくうちにどん
どんコツをつかんでいる様子でした。それぞれ
の戦略ファイルは、各班で何度もディスカッ
ションし、3週間かけて完成しました。

崇城ドローン・コンテストを
初開催！

ものづくり創造センター（SUMIC）では、学生の施設利用を紹介する取り組みの一つとして、

この度ドローンを使ってのコンテストを開催することになりました。

本学
初開催！

【インタビュー】
優勝チーム/是永さん
コミュニケーションを大事にして相手の要望をくみ取り、
自分の気持ちを伝えられるようなSEになることが夢です。
いただいた賞品で、みんなでご飯をいっぱい食べたいです！

参加した学生の声
オセロを手でやるのでなく、プログラムで戦うのが面白かった
です。負けて悔しかったですが、どうすれば強くなるか自分で
調べていくのも楽しかったです。

参加
人数

2017年8月4日（金）14：00～17：00日　時

崇城大学・ものづくり創造センター（SUMIC）場　所

学生がエクセルを
使った戦略ファイルを
制作し対戦

1年生146名
（1チーム各8名、
全19チームが出場）

ゲーム
内容

①タイムレース競技  ②ミッション遂行競技競技内容

総合優勝、各競技1位、ユニークデザイン賞賞　品

2017年7月30日（日）10：45～15：50開催日

崇城大学　池田キャンパス場　所

784人参加人数

操縦教室も
同時開催！

開催予告！

開催予告！ 第８回

公開セミナー& サイエンスインターハイ @SOJO
崇城大学ナノ領域研究教育推進委員会（通称RENS）では、「第８回公開セミナー& サイエンスインターハイ@SOJO」を開催！

「公開セミナー」では、ナノテクノロジーやバイオテクノロジーの分野で活躍中の研究者の講演会を実施し、

　「サイエンスインターハイ＠SOJO」では、高校生による研究発表を行います。

【参加高校】池田高校/大分県立大分上野丘高校/大分県立大分雄城台高校/大分県立大分舞鶴高校/大分県立佐伯鶴城高校/

大分県立日田高校/鹿児島県立錦江湾高校/鹿児島県立曽於高校/鹿児島高校/佐賀県立佐賀西高校/熊本学園大学付属高校/

熊本県立天草高校/熊本県立宇土高校/熊本県立大津高校/熊本県立熊本北高校/熊本県立熊本西高校/熊本県立第二高校/

熊本県立御船高校/熊本県立八代清流高校/博多高校/福岡県立春日高校/福岡県立香住丘高校/福岡県立鞍手高校/

福岡県立小倉高校/福岡工業大学附属 城東高校/鳳凰高校/宮崎県立宮崎北高校/宮崎県立宮崎南高校  ※50音順

102ポスターセッション発表数

28校参加高校数








